
 
 
 
 
 
                         

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
   
   
   
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NO.24 

え た ん べ つ が わ ば し

江丹別川橋  

▼一般図  

▼橋梁諸元  

   工 事 名：道央自動車道 江丹別川橋（ＰＣ上部工）工事 

   発 注 者：日本道路公団北海道支社 

   位  置：北海道旭川市江丹別町字嵐山～北海道上川郡鷹栖町北野 

   道路規格：第 1 種 3 級 A 規格 

   形  式：4 径間連続ＰＣ合成桁橋＋3 径間連続ＰＣラーメン箱桁橋 

   荷  重：Ｂ活荷重 

   橋  長：374.844ｍ（34.050+2×34.750+2×34.050+63.584+107.368+63.492ｍ） 

   有効幅員：下り線：9.510ｍ 

   ＰＣ鋼材：（ラーメン橋部） 

        主ｹｰﾌﾞﾙ    SWPR7B 19S15.2B（アンダーソン工法） 

                SWPR7B 27S15.2B（アンダーソン工法） 

        横締め鋼材   SWPR19 1S21.8  （ＳＭ工法） 

 江丹別川橋は、4 径間連続ＰＣ合成桁橋と 3 径間連続ＰＣラーメン箱桁橋

からなる橋梁です。 

 本橋は、道央自動車道の一部で、旭川市の北西に位置する江丹別川を横過

しています。 

 ラーメン橋は張出し架設工法で施工され、架設ケーブルを含むすべてのケ

ーブルはコンクリート部材の外側に配置された全外ケーブル構造を採用し

ています。 

 外ケーブル保護管には、グラウト充填の確認が可能な透明シースを採用

し、施工に先立って、グラウト充填試験を行い、施工および管理要領を設定

しています。 
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▼工程表  

▼設計概要  

１）架設ケーブルを含むすべてのケーブルに外ケーブル構造を採用。 

・架設ケーブルは、毎ブロックごとに配置した定着突起により定着され、突起形状は、天竜川橋（NO.23 掲載）

の定着突起実験を踏まえて設定しています。 

・完成ケーブルは、支間内に設置した偏向部横桁で偏向されるとともに、定着は柱頭部および端支点横桁で行

っています。 

・すべての外ケーブルには将来の交換が可能な２重管構造を採用し、偏向部には鋼製のディアボロ管を配置し

ています。 

 

２）外ケーブルの保護管に透明シースの採用 

・外ケーブルの保護構造として、「透明シース＋グラウト充填方式」を採用しており、透明シースを用いること

でグラウト充填状態が確認できます。 

・施工に先立ち、透明シースの施工性確認試験を兼ねたグラウト充填試験を実施し、透明シースおよびグラウ

ト充填に関する施工および管理要領を設定しています。 
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ケーブル配置状況

定着突起周辺 

発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2丁目1番6号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 


